
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北信地域） 

令和５年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

今後の取り組み 
 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 野沢温泉スキークラブ創立 100 周年記念事業 

事業主体 

（連絡先） 

野沢温泉スキークラブ 

下高井郡野沢温泉村豊郷 8005 

事業区分 (6)産業振興、雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト 

総事業費   7,493,498 円（うち支援金：3,968,000 円） 

 

① 歴史資料の検証、整理とﾃﾞｼﾞﾀﾙｺ

ﾝﾃﾝﾂを活用した情報発信による

これからの 100 年に向けたｽﾉｰｽ

ﾎﾟｰﾂの普及と地域振興の継承 

② 夏季ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄを含めたｲﾍﾞﾝﾄ開

催による地域振興への寄与 

※自己評価【 Ａ 】 

【理由】 
今までの100年とこれからの100年を繋
ぐことで、多くの方に興味を持ってもら
い、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂの活用によりさらに広
く周知することができた。また、地元住
民のｽﾉｰｽﾎﾟｰﾂ、歴史に対する意識・関心
が高まった。 

【 クラブＨＰ 】 

  【目標・ねらい】 

 

① 既存の史実を検証、修正整理することで正確な史実（ス
キー史）を今後の 100 年に継承することができ、HP
等のデジタルコンテンツを合わせて活用することでよ
り多くの人へ継続した情報発信が可能となった。また、
未来に向けたコンテンツと過去の歴史を繋げていくこ
とで、これからのｽﾉｰｽﾎﾟｰﾂの普及と地域振興の継承が
促進していくことが期待できる。 

② 野沢温泉スキークラブ 100 周年祭では、村内外から多
くの皆様にお越しいただき、スキークラブの歴史＝ス
キー場の歴史を知ってもらうよい機会となった。また、
夏季誘客イベントとしても地域振興に貢献できた。 
夏季ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄの部分では、ローラースキー大会、野
沢温泉自転車祭、野沢温泉 OSP ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ大会の開催
等、年間を通じたスポーツによる地域振興、地域住民
がスポーツに参加するための機会を創出することがで
きた。 

 

スキークラブ創立から 100 年、日本のスキー史と共に歩ん

でいる歴史資料は膨大であり、その検証には多大な労力を

要する。しかしながら日本と我々の地域のスキー史を検

証・把握し、国内外に広く周知できる組織は野沢温泉スキ

ークラブに他には存在しない。スノースポーツへの情熱の

根源を見つめ直し、継承していく事で地域振興とコミュニ

ティのスポーツへの理解と参加を促進させる。また、現在

スキークラブ主催で行っている冬期間のスポーツイベント

を盛り上げていく事はもちろん、夏期スポーツイベントを

さらに活性化させる事により、年間を通じたスポーツによ

る地域振興をすすめることに加え、地域住民のスポーツ参

加率向上の取り組みも同時に行う。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・デジタルコンテンツを活用した情報発信と合わせて、時代にあわせたツール（SNS）等を活

用しながらスノースポーツの普及、地域産業発展の一助となるよう情報発信を継続的に行ってい

く。 

・夏季誘客イベント、地域のスキー選手強化、地域住民がスポーツに参加できる場として各種ス

ポーツ大会の開催を継続して行い、地域振興に寄与していく。 


